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携帯トイレは簡単に使えます

近年、屋久島では冬季の重大な遭難事故が発生しています。積雪

期（12月～2月）の安易な入山は控えましょう。里地は暖かくても、

山岳部では積雪やみぞれとなることがあります。特に単独登山は避

け、経験や体力に応じた無理のない登山計画を立てましょう。

また、冬山は天候が急変しやすく、白谷雲水峡のような比較的標

高の低い場所でも降雪する場合があります。登山前には必ず最新の

気象情報を確認し、冬山経験の少ない方は登山ガイドの同行をおす

すめします。安全な登山へのご協力をお願いします。

登山届を提出しましょう

縄文杉登山や宮之浦岳登山など、本格的な登

山を行う際は登山届を提出しましょう。

登山届は遭難時の迅速な捜索と救助につなが

る大切な情報です。

積雪時に視界不良となった宮之浦岳の登山道

島内の観光案内所や登山用品店、荒川登

山バス乗降所などで販売されている携帯ト

イレは、吸水剤と防臭袋がセットになって

おり、初めての方でも簡単に使用できます。

※荒川登山バスは11月30日まで運行

屋久島の山岳部では、登山者の皆さまに携帯トイレの利用をお願いしています。

近年、多くの登山者が携帯トイレを持参していますが、登山道周辺では今でもティッシュや排泄物が

放置されていることがあります。屋久島の山は傾斜が急なため、雨が降ると排泄物が沢へ流れ込み、

下流の水環境に影響を与えるおそれがあります。山の沢水は登山者だけでなく、地域の大切な自然資

源でもあります。こうした水質への影響を防ぎ、美しい自然環境を未来へ引き継ぐために、携帯トイ

レの利用が重要です。

一人ひとりの協力が自然を守ります

屋久島の美しい自然と清らかな水環境を守るため、「自分のし尿は

自分で持ち下ろす」皆さまのご理解とご協力をお願いします。

現在、縄文杉ルートのトロッコ道沿いのトイレが一部利用できない

ため、縄文杉登山や縦走登山では必ず携帯トイレをご持参ください。

携帯トイレの
利用手順

冬山シーズンの登山は十分注意してください

登山届様式

使用後は袋をしっかり密封し、

持ち帰って指定の回収箱に捨

ててください。

提出先や様式は、屋久島世界遺産

センターホームページで確認できます。

登山アプリでの提出も可能です。

https://www.env.go.jp/park/yakushima/ywhcc/tozan/keitait.html
https://www.env.go.jp/park/yakushima/ywhcc/tozan/submit.html
https://www.env.go.jp/park/yakushima/ywhcc/index.html
https://www.facebook.com/people/%E5%B1%8B%E4%B9%85%E5%B3%B6%E5%9B%BD%E7%AB%8B%E5%85%AC%E5%9C%92Yakushima-National-Park/100064556629660/#


「屋久島国立公園パークボランティアの会」発足30周年 写真展開催！

1996年1月14日に発足した「屋久島国立公園

パークボランティアの会」は、発足30周年を迎え

ました。これを記念し、12月2日（水）より屋久

島町役場本庁フォーラム棟にて、写真展「パーク

ボランティアってなに？」を開催します。

縄文杉ルート看板補修（R7年度）

時間：8：30～17：00

会場では、屋久島の自

然を守り続けてきた会員

たちの活気あふれる活動

の様子や、30年のあゆみ

を写真でご紹介します。

美しい自然風景のほか、歴代会員の懐かしい活

動風景も展示します。当時を知る方には思い出深

く、初めてご覧になる方には新たな発見がある写

真展です。

パークボランティアの魅力や役割を、写真を通

して身近に感じていただけます。ぜひお気軽にお

立ち寄りください！

共催：屋久島町・屋久島世界遺産センター・屋久島環境文化財団自然に親しむ集い

ちょっぴりミステリアスな屋久島のエラブオオコウモリ

一緒に屋久島の“コウモリの謎”を探ってみませんか。

令和８年度第２回

みなさんは「エラブオオコウモリ」をご存じですか？エラブオオ
コウモリは、口永良部島やトカラ列島に生息する大型のコウモリで、
国の天然記念物に指定されている貴重な野生動物です。

今回は、鹿児島市平川動物公園から講師をお招きし、エラブオオコウモリの暮らし
や生態についてお話しいただきます。もしかすると、あなたの身近なところにもエラ
ブオオコウモリがやって来ているかも？一緒に、屋久島の“コウモリの謎”を探って
みませんか。

日時：2026年12月19日（土）午前開催※
    場所：永田公民館

※詳しい時間や内容については別途、当センターホームページおよび
屋久島国立公園Facebook等でお知らせします。

近年、屋久島の永田でもその姿が確認されるようになりました。令和7年2月には、ケガをした個体が複
数確認され、そのうちの1個体「らぶちゃん」はケガのため野生復帰が難しいと判断され、現在は鹿児島
市平川動物公園で暮らしています。

エラブオオコウモリの屋久島での確認例はまだ少なく、屋久島で暮らしているのか、口永良部島などか
ら飛来しているのかなど、謎が多く残されています。普段はどこで暮らし、何を食べているのでしょうか。

保護当時のらぶちゃん
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